
〔プロジェクト研究28）子ども家庭福祉，母子保健にかかわる情報システム及び研修システムに関する調査研究
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【要　約】我が国の母子保健・児童福祉分野におけるデータバンク事業の事例分析と保健行政機関等あコンピュ

ータ利用環境の資料を検討し、今後のデータバンク事業とそのシステムのあり方を探った。その結果、次の課題

や必要性が措摘された。①情報サービスシ琴テムの構築にあたっては・コンピュータ環境の変化に柔軟に封処で

きるシステムにする必要がある。②資料やデータのディレクトリ情報など利用者二一ズにあったデータベ山スの

構築が必須である。③児童相談所や保健所など母子保健・児童福祉関係機関では情報機器（パソコンハード）の
普及率はあがらてきたが・ネ9トワ』ク利用環境の整備にほ今劣し時薗が必要であるQ1④情報機器利用などソフ

ト面では十分とはむ・えず、利用者め研修の必要性が示唆されだよ⑤情報提供方法とじて、GD覗OM、MO（光磁

気ディスク）のほか、最新情報を含めたネットヴークによる情報提僕システムの開発の必要性が示唆された。

【見出し語】　データバン’ク，データベース，CD・ROM，母子保健，児童福祉，ネヅトワーク
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目　的

　近年、国内外の子ども家庭福祉、母子保健にかかわ

る専門情報の蓄積および検索、提供を総合的、効果的

に行なっていく必要性が高まっている。本研究所にお

いては、平成元年度から「子ども家庭データバンク事

業」を開発実施し、また、昨年度からシステム研究の

研究結果を踏まえ、本事業の改善を進めている。非常

に高速度で変化する情報環境に対応するためには、よ

り多くの近接の類似事業やネットワーク環境の動向を

踏まえて検討し、改善を図る必要がある。

このため、昨年に引き続き、母子保健・児童福祉分野

の情報関連事業の事例研究と情報提供先の情報利用環

境についての情報を収集し、今後のデータバンク事業

のあり方を考察するものである。

ll．方　法

　事例研究は、社会福祉領域から「東京都いきいきら

いふ推進センター福祉情報サービスシステム」を取り

上げ、聞き取り調査、現地視察を行ない、研究メンバ

ーでその現状と課題について検討した。情報提供先の

コンピュータ利用環境、最近の情報提供方法について

は、既存の資料とアンケート結果を参考に研究メンバ

ーの討議をもとにまとめた。

”1、結　果

1．東京都いきいきらいふ推進センター　福祉情報サー

ビスシステム

（1），調査対象の概要

　東京いきいきらいふ推進センターは社会福祉に対す

る都民の理解と参加を促進する拠点として1984年6
月にオープンした東京都社会福祉総合センタ」の機能

を発展させ・1994年10月に設立された。高齢社会を

迎えるにあたり、都民に間接・直接的に福祉に関する

情報を提供し・地域の交流や活動を支援することを目

的とし、明るい長寿社会づくり推進機構として位置づ

けられている。同センターが実施しているすぺての事

業に「情報提供サービス」と「地域支援の機能」が含

まれている。

　東京都社会福祉総合センターは束京都社会福祉協議

会が運営を受託してきた。都の補助事業となったいき

いきらいふ推進センターに改組後も情報システムは委

託事業とされている。情報提供サービスとしては、情

報資料室の設置・図書情報の提供、福祉用具情報・シ

ルバーサービスに関する情報の提供、パソコン通信に

よる情報交流の支援などが行われている。

（2）．システムの運用と再構築への経緯

　福祉情報サービスシステムでは、1983年以来汎用コ

ンピュータをホスト機とするコンピュータシステムを

構築し、14のデータベースの開発・提供を順次行って

きた。

　1989年にO　Aシステムを対象とした東京都行政一

般考査を受け、　「データ収集体制が確立されていない

ため情報が古い、データ内容が利用者の二一ズに即応

した十分な内容になっていない、情報検索に時間がか

かることなどのため利用実績が著しく低い。各データ

ベースの必要性及びシステムの問題点について抜本的

見直しを行うぺきである」との告知を受けた。

　その結果、14のデータベースのうち3つのデータベ

ース（数値情報・法令通知情報・福祉の動向〉の廃止、

3つのデータベースの都民情報システムヘの移行（福

祉施設情報・福祉推進機関情報・イベント情報の3情

報。結果的には施設情報の一部が移行され、他は廃止〉、

300まで増設が予定されていた端末接続の中止が行わ

れた。

　1991年に東京都福祉局と東京都社会福祉総合セン

ターの間に「システム連絡協議会」が設置され・工993

年には新システムの構想がまとめられた。同年3月パ

ッケージソフトを利用した新システムの開発が開始さ

れ、文献情報（図書と調査研究報告書）、福祉機器情

報が1日システムの3つのデータベースを引き継ぐ形で

構築され、パソコン通信局が新規に開発された。この

システムは同年10月より6台のパソコンで運用され
ている（図1）。

（3〉．システムの現状

　現在、文献情報と福祉機器情報の2つのデータベー

ス、及びパソコン通信（図2）を有している。文献情

報では図轡と調査研究報告轡がアブストラクト付きで

収録されている。これらのデータの収集は各担当分野

を持つ5名の常勤職員により行われている。常勤職員

は情報の収集とリファレンス等に集中し、情報を加工
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する業務は一切しない。情報の加工は非常勤職員（主

に大学院生）が行い、入力は外注されている。文献情

報は現在のところ・資料室利用者が直接検索すること

はできず、主にリファレンスに利用されている。又・

最新情報はr情報資料室だより」として冊子で提供さ

れている（300部発行）。

　福祉機器情報はスタンドアローンであるが、①福祉

用具情報、②企業情報、③販売店情報、④展示相談拠

点情報をイメァジ情報と文字情報により提供するもの

である。これらの情報は同センター内の福祉用具展示

ホールにて来場者がタッチパネル方式で簡単に操作し・

利用することがセきる。さらに、MO（光磁気ディス

ク）にデータを複写することにより、・区市町村・在宅

介護支援センター・地域福祉用具展示場等に設置のハ

ード機器での利用が可能になる。データの更新は年に

一度・MOの交換により行われる。

　パソコン通信「ふくしネットワークTOKYO」はイ

ベント・ボランティア情報等の福祉活動に関する情報

をリアルタイムに提供するもので、利用者同士の情報

交換を促進するものであり、通信を介して園書情報に

アクセスし・薩接検索することを目的としたものでは

ない。パソコン通信の人気と相まって、会員数は増加

の傾向にあり、1995年4月現在450人である軌

　システム運営の費用は△警ド機使用料が年間約580

万円であり・諸費用は7～800万円程度となっている6

　あるイペントがお二なわれ弓までが婁要な情報であ

り・現在も含む将来に向かう情報及び現在遠隔地にあ

る人と人（団体）との交流や情報交換をオンラインで

提供すること・並びに現在を含む過去に遡り蓄積され

ていくことに意味のある情報をオフラインで提供する

ことの双つの方向が重視されているo

（4）．今後の課題

　今後の課題としては・新たなデータベースの構築一

特に相談機関（窓ロ）に関する情報、街づくり閲連の

情報・施策の手引があげられた。新システムの導入と

ともに・いくっかのデータベースが廃止となづたが・

中には福祉情報サービスシステムの持っ使命として重

要なものもあった。今後の課題として筆頭にあげられ

た「相談機関」については新システムの規模の問題で

廃止となったが・民間の相談窓ロについては周知され

にくく、また変化が多いという事情があるためいひと

所で情報を収集していることに意義があづた点は考慮

すべきである。

　課題となっている情報は援助業務をしている人が必

要としており・活用できる情報となっているため・そ

のターゲットと情報の内容が具体的である。情報を収

集しておくことよりも、それを提供することに重点が

置かれているため・情報の利用者の二一ズをよ，り明確

に把握することが必要となってくる。したがって、事

業機能をどのように持つか、・その方針によって情報が

収集されるべきこと、すなわち｛援助業務をしている

人が必要とし・活用できる情報を収集し・提供するこ

とによって当事者に活動支援をするという視点が示さ

れている。

2．情報提供先のコンピュータ利用環境

（1），母子保健領域関係行政機関のパソコン利用環境の

現状

　日本総合愛育研究所発行の雑誌「母子保健情報」の

受領書アンケートから、都道府県、指定都市、政令市、

特別区の保健所（一部本庁）87ヶ所㊨パソコ、ン利用環

境を探った。

　OA機器の設置状況については、FAX94、3％～ワー

・プロ（ワードプロセッサ専用機）92．0％、パーソナル

、コンピュータ（パソコン）88．5％ぐ情報検索等専用の

端末機（感染症サマベランス端末を含む）75．9％、、オ

フコンまたはワークステーション6．9％の順で・かな

りの高普及率を示じている。使用パソコンのメーカー

については・NEC85．3％・アップル4．0％・他メーカ

ー29．3％であった。使用しているオペレーティングシ

ステムについては、・WINDOWS76．8％・MS・DOS

60．9％、マックOS4．3％、他OS4．3％、OS120％で

WINDOWSがかなり普及している様子が伺える。周
辺機器の設置状況については、プ、リンター94．1％、ハ

7ドディ・スク89．7％、モデム52，9％、CD・ROMドラ

イブ 38．2％、MOドライブ23．5％、スキャナー・10．3％

であった。

　データベース検索の利用状況は・検索利用あり

9．2％、なし82．8％、無回答8．0％で、デ〒タベrスは

ほとんど利用されていないか・使用していないことが

わかった。利用し喪ことがあるデータベースは、「脳

卒中情報システム」「結核感染症サrベランス」「WISH

（厚生行政総合情報システム）」等であ稜た。、また・

利用形態は、オンラインのみであった。

　CD・ROMの使用可否につい』ては、使用できる
23．0％、できない65．5％、．無回答U．5％で、1普及率は

低い。CD－ROM版デ7タ，べ一スの使用状況（頻度）を

たずねると、よく使う0％、普通・5．0％、たまに使う
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5．0％、使っていない75．0％、無回答15，0％で、ほと

んど使用されていない状況がわかった。

（2）．保健所および児童相談所、母子保健従事者の状況

比較

　子ども家庭福祉および母子保健領域のパソコン環境

を確認するために、1994年度の本研究調査1）の児童

相談所データと、1995年度厚生省心身障害研究班「保

健福祉情報の整備と活用に関する研究」　（分担研究者

庄司順一）の保健・福祉情報の利用状況等に関する調

査2》から市町村保健センターや病院等の現場で母子

保健に携わっている医師、保健婦（母子保健従事者）

のデータを参考とし・これらをあわせて比較検討した。

　パソコンの普及状況については・保健所88．5％・児

童相談所83．3％、母子保健従事者78，6％で・各機関の

8割のところで使用できる（表1）。ほとんどの機関

でパソコン利用は可能であることがわかった。個々人

が一台使用しているとは考えられないが・最低限パソ

コンの利用は可能であるといえるだろう。

　オペレーティング・システム（OS）の状況について、

Wh』dowsの普及状況は保健所76．8％、児童相談所

44．4％、母子保健従事者26．5％である。MacOSの普及

状況は児童相談所22．2％、母子保健従事者13，9％、保

健所4．3％であった（表2）。使用オペレーティング・

システムについては、Windowsが徐々に普及している

状況が伺える。昨年のWindows95の発売と行政情報
化推進基本計画の実施にともなう母子保健関連機関等

への新規パソコン潮入によるものが影響していると考

えられる。

　FAXの設置状況については表3のとおり、保健所
94．3％、母子保健従事者75．6％で高い普及率を示して

いる。最近は家庭にもFAXが簡単に設置されている

状況とあわせて考えれば、保健所等の行政機関でFAX

の設置は当然であろう。児童相談所のデータはないが、

保健所と同様であろうと推測される。

　保健・福祉情報の利用状況等に関する調査によると、

母子保健領域の研究者・従事者（専門家）における職

場ならびに個人の情報環境はかなり整備されているが、

ネットワークをはじめとする通信環境については、特

に行政機関等では十分とはいえないというデータがで

ている。

　データベースの検索経験は、児童相談所136％、保

健所9．2％で・児童相談所・保健所ともに低くかった

（表4）。データベースの利用については、まだまだ

一般化しているとはいえない。保健所の大きな役割と

して期待されている情報面の機能を考えると・使用環

境の整備とあわせてデータベース等の利用や情報検

索・パソコンの活用についての研修の必要性が伺われ
たo

　CD・ROMの使用ができるかどうかについては、保健

所23．0％、児童相談所1L9％とこれも低い数字である

（表5）。近年のCD・ROMデータベースやCD・ROM

書籍の普及、1995年11月のWindows95の発売、マ
ルチメディアパソコンの家電化により・今後機器の新

規購入が増加するであろう。児童相談所と比較して保

健所の2割使用可能については、最近の機器導入によ

るものとみることもできる。

　データベース検索経験とCD・ROM使用可否では・

児童相談所、保健所の割合が逆転しているが、これら

は同一時点でのデータではないのでその関係は双方と

も低いということしか推察できないだろう。

表1パソコンの有無

表20S（オペレーティングシステム）の状況

　　　　　　　（W血dows）（Mac）

　児童相談所　　　44．4％　222％

　保健所　76，8％4．3％
母子保健従事者　　26．5％　　13．9％

表3FAXの設置状況

表4データベース検索経験

表5CD－ROM使用の可否
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（3）．近年の情報提供方法

　①インタ7ネットの普及・

　乎成6年12月踏日閣議決定された行政情報化推進

基本計画をうけて、厚生省では平成7年3月7日省内
の情報政策会議において「厚生行政情報化推進計画」

を策定した。この推進計画は（1）情報処理環境の向上、・，

（2）情報資源の整備、（3）情報連携の強化、（4）情報処理

システムの整備の四項目を主要な内容としている。こ

のうち1～3は非定型行政事務情報化の環境整備を図

るもので、この非定型行政事務情報化の手順は、「情

報の電子化」、その電子化された「情報の再利用」、

電子化された「情報の伝達」である。情報の伝達では、

省内LANの整備、広域ネットワーク（WISH）の強化、

中央省庁間情報ネットワーク（霞ヶ関WAN〉および

インターネットとの接続等の情報速携の強化、国民へ

の情報提供システムの整備等を具体的内容としている
3》o

　自治省が行なった「地方公共団体におけるインター

ネットの利用に閏する調査」では、平成7年7月1日

の調査時点で34団体の42機関がインターネットに接

続し、WWWサーバーにホームページを開いている。

また、接続を予定しているものが30団体（40機関〉

ある。全都道府県の29．8％にあたる14団体が接続中

で、今後接続予定の12団体を含めると55．3％である4）。

　行政機関においてもインターネッ、トでの情報提供が

重要視されていることがわかる。まだ一般住民への情

報提供手段としての中心ではないが、情報提供の手段

としてインターネットの使用を除外することはできな

い状況になってきている。

　②WWWの活用
　インターネットの普及で、主要なツールとして

「WWWブラウザ」（ホームページにアク豊スして利

用するためのソフト）が脚光を浴びている。本来はイ

ンターネットで使用しているものである。WindoWs

やMaciutosh、UMXなどさまざまなプラットホーム

に移植されているメリットを活かし・データベース等

のアクセスツールとして使用するものである。従来の

サーバー＆クライアントシステムにおいて・クライア

ントの機種やOS環境が異なるネットワークでは、そ

れぞれの機種ごとにクライアント・ソフトを作成する

必要があった。しかし、布販のWWWブラウザをクラ

イアント・ソフトとして使用すれば・それぞれのクラ

イァント・ソフトを作成する必要がなくなる。

　このようなシステムを”lntranetl『（イントラネッ

ト）と呼び、近年注目されている。このシステムの利

点は、、クライアント・ソフトが低；スト化でき、マル

チメディアを利用できることなどである5）σ

　データベース利用者がそのデータベース専用のソ7

ト使用をせずに、自分が持ってい姿WWWブラウザ・

ソフトを使用して検索が可能になり、ユーザーインタ

ーフェイスは向上する。また、データベース検索プロ

グラムはすべてサーバにあるので機能変更や追加など

のメンテナンスが容易である点も利点である。・

　ネット7一ク利用の情報提供、特にデータベース検

索サービスには適している。500ドルパソコン等が市

場に出てきており、ゲーム機にインターネット接続専

用ソフトも発売された。

　CD・ROMでの情報提供サービスとあわせて、ネット

ワークによる情報提供サービスの確立が重要であるし、

インハウス使用についてもWWW利用を検討する時
期が近い。

lV．考察

1、変化するハード・ソフト、ユーザー環境への朗応

　福祉情報サービスシステムは・1980年代にコンピュ

ァタシステムを冬タートした多くの機関と同じく・大

規模なコンピュータ財ステムを構築し、そのネットワ

ーク上で情報を流すという提供のスタイルがまず決定

し、提供する情報の内容はあとから場議された。その

運用の結果は東京都行政一般考査（D指摘にあるように・

情報が古い、内容が利用者の二一ズに即応していなし｝、

検索に時間がかかるなどのために、利男実績が上がら

ず寸コストパ7オーマンスが極めて悪かった。、考査結

果を受け、旧システムの3つのデータ・ベースのみを継

続する形で・新システムの再構築を余儀なくされたo

　昨年度の本研究⑦で、，提供のための情報システムの

場合、財政的課題に直面すると、規模の縮小化を迫ら

れる、あるいは・ハードシステムの体制の変更を余儀

なくされることが多いことを指摘したが、今回の調査

対象はまさにその事例であったQ

　近年のコンピュータ技術の発達はめざましく、その

普及率の向上によるコストダウンも大凡の予想を上回

る状況である。同時に、ソフトウエアの開発も進み、

使用者の側に立った操作性や処理結果（アウトプッ

ト）に重点を置いたものが多く提供されるようになっ
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ている。この点では・福祉情報サービスシステムの新

システム遵入は1日システムの多くのデータが廃止され

たが、経費削減と操作性の向上というメリット、新し

い情報提供のスタイルの採用（パソコン通信、イメー

ジデータによる情報提供やMOによる関連拠点への情

報提供〉をもたらした。

　福祉情報サービスシステムには都の行政考査という

チェック機能やシステム再構築への財源も保障されて

いたが、そのようなチェック機能や財源を持たない機

関ではシステムは頓挫するしかない。

　利用者の二一ズを把握したデータ収集体制の確立は

データベースを構築するサービスシステムにとって必

須の要件であり、利用実績を上げるための大きな柱で

あるが、めざましい発展をとげるコンピュータ技術の

普及にいかに対応していくかはすべてのデータバンク

事業が抱える課題である。

　加速気味のハード・ソフト併せたコンピュータ技術

の変化に常に着目し、対応可能な柔軟性を持つシステ

ムの保持と利用者側の利用環境の動向に留意する必要

性が示唆された。

2．利用者環境を踏まえたデータベース構築

　保健・福祉領域においてもパソコンを使用した情報

機器環境はかなり整備されている。しかし、LAN等の

通信環境はまだ十分とはいえない現状では、インター

ネット等のネットワークを軸とする情報発信のみでは

十分ではない。CD・ROMや従来のメディア（紙等）を

利用する必要性が示唆される。

　昨年秋のWindows95発売から急加速したパソコン

環境はCD・RQMおよびモデム、インターネットアク

セスソフト（WWWブラウザを含む）の標準添付など

通信環境は急運に整備されている。この通信環境をあ

わせて考えると、データベース構築においては、イン

ターネット技術の応用が必須である。インターネット

およびイントラネットを踏まえたWWW一データベー

スの連携システムの開発の必然性が示唆されている。

　あわせて、現在の日本国内の通信回線使用料の高さ

から、現時点でのインターネットのみでは不十分で

CD－ROMデータベース等との併存活用も望まれるだ

ろう。ただし、内容の更新は3ヶ月に一度は必要であ

ると考えられる。

　データについても、従来の文字データから
Windows95の普及で画像データが扱えるようになっ

てきたので、過去のデータによっては情報を画像、イ

メージ化してデータベース化することが検討されよう。

文　献

1．　斉藤進，網野武博，他：母子保健・児童福祉分野にお

　　けるデータバンク事業の現状と課題一ソフトお

　　よびハード・システムの分析とモニタリングー

　　日本総合愛育研究所紀要第31集：p91・101，1995年

2，　恒次欽也，中村敬，他：保健・福祉情報の利用状況等

　　に関する調査．厚生省心身障害研究「保健・医療・

　　福祉にかかわる医療資源の有効利用等に関する

　　研究（主任研究者小宮弘毅）平成7年度研究報

　　告書：1996年

3．　漆原克文：厚生省の行政情報化について（下）．社

　　会保障，No，1878く1996．3．4＞・p60・63，1996年

4．　自治省：地方公共団体におけるインターネットの

　　利用に関する調査結果（概要）について，行政レ

　　ポート，No．252＜1996．1．15＞＝p．14・15，1996年

5．　日経データプロ編集＝’Ilntranet1’の虚実一社内使

　　用のためだけのWWW導入は無意味．WWW・デー

　　タベース連携システム構築法：1）184・190，1996年，

　　日経BP社
6，　中村敬，網野武博，他子ども家庭情報システムに関

　　する現状分析一我が国におけるデータバンク事

　　業の動向一．日本総合愛育研究所紀要第31
　　集＝p103・113，1995年

一1工2一



斉藤他：1．母子保健・児童福祉分野におけるデータバンク事業の現状と課題②

即
P 螂 鯉 櫓

卜。 織 岬 壁 臓

田o 屡 ＃ 砲 慈

撃轄 レ 、函 鉗 陣

凝即 ρ 》
載

．脳 e 1

躍9凝 呂 ハ 睦 理

＜ 皇斑 9 両 胆 婆

1ト「 卑ゆ ゆ
，》』

鎌 荘5

べ 腰船 秘 監 e　o 眠ゆ
ふ 密P 蹴 冬 鋒o ，極

’ト 襲韮 蝿 挙理 ρ飛

参 ト緊 宰 噌　o 7即 覇昭 1

鯉 マ翌 轟 ・r’D ρ濃 製弛

畷 1トく
くr n澱 甑班 艮蕨

ハ ハヤ 二　〇 ド砲 氾即 罎謹
n 掌 1卜気 霞o 5響 麟槌 密醍

》 ・ぶ 弔ミ e鞍 磯誕 嶽P 砲胆

辰 ト 面飽 翠ゆ
r　一ヤ 櫓Kり

震 ゐ， 灸膿 瞑斜 逃窓 認h

λ砲 紳轟 撚荘 圏燐 騨爵
〈 誌 マ降 帳 曄ゆ 郭 隈紹 曄駕 騨 暖準

望 ヤ襲 径 扉励 継 濯即 o 磐ρ 獅 碇即
琿 塚 騨 P 優

鰹 駐 寧 o ・隈

1ト、

辣 甑　o 掻 ＝》』o 掻 恥　。 簸 、氏　o 築　霞5 1ゆ 鮮 1ゆ 峯 1岬 鰭 1即 想　剛
、鯉 x弘 即 x転 即 帆嚇 即 x斜 拳　即K
騨 ヤ足 騨 ヤμ 障 ヤμ 扉 ヤ駐 転　瀞
馨 ρ濃 挙 ン器、 駐 。瑠 溢 ，翌 ド　眠

（
町

〉置
縛烈

（
瀞

〉国
艇即

（
世

vβ
聴Ψ

（
瀞

v匠
餐砲

，　　1。
緯　蝋即

｛ 鳳 竺蘇 鳳 想軽 ほ 難桜 鳳 贈蘇 巳　磯恒

加
匹ト

K
時
）

P灘
蝕e

曽
V

F郵
⇒e

瞥『P邸
）・むe

帥
）

臣鶉
むe

R　題2
rく　呂・r・

恥 瓢 翠トぷ ｝〉』

契瓜 凱 璽・“ 犠 禦・息 e　◎鵠耗
ト 甘 蕉灸 1 縢灸

『1 俵灸 1 、朕養 璋ゆ鎌即
恥 筑 。郵即 帆 o琿紳 ス o琿紳 帆 。瓢紳 撃仏皐柚
鵠 ヤoeK ヤoe擢 ヤpeK ヤoeK ＝M』鰻P

聯 班
瓢

。鞍・ぶ鼻

層即桑朕
ヂかか嬉

・ビ砲灸蕉
，蜘9亭

吋勲灸礫

，紫・∬←

・ビ即灸朕 騨
いr、プ暉
x鰯獄肥

襲 蕉 足遷恥箔 奥饗中部 B理ψ郭 呂器ゆ鐸 淑 ヤゆ12
覇 μ題肺e 鱈舞“e 蕉 翠毎龍e 俵 團訟略ンe 鞭 御桑oΦ

膵
軽

騨即ユ心
葺・ビ1灸

蘇
琿

曄ゆL・9
襲・κ1灸

％
瑳

降ゆ払・∬

襲・ピ1灸
螂
屡

匡いo拓心
撃曜1灸

駈
削

曄FO3十
醒μ蚕義

埋 謙
毎

憾瓢r1躍
帆軽）嚢

鎌
摯

眺瓢n曜
帆瓢ム撃

潅
與

時郭n顕
区5ム皐

馨
認

瞥騒n陛
杖瓢轟駐

雛
班

肺略嬢蕨
うく巨Φ謹

瀬 蝋 眠 1持 嶽

襲 禦 垣 曝 韓

與

即 R即ρ ㎝ 一
母 理 旺 P

K く槌昆 刃 聖 騒 挙 一
爵 旺

｝ eレ壊 蓋P　o匝 9 即
e 馳

10田

斡
マ　　・“ρ鱒

砥。灸犠蘇 o

価翠Ψ
　置ゆ

彗
2

卜
製

（
』
、

Φ
十

く lKレハ酬部噂 螺築邸 気 竈。 氷 v
“

1ト Lト弘ヤ聴e偏 爆弔降 1 櫓即 匪
K 賦脚卜1図弔 蔭り壊 ， 曜極 1 謹

ふ 宙幽ハe龍瑠 、ゆ製 廊 駐諺 気　o 旺

ト 嶺収僑心榊国 営偏・ 卜 蟹饗 碍 國

争 曝 召1 4喚・ゆ 》醍魁 気 寝ロー 「」宰 困

駅 鍾 却o鱒（ψ藪 5脚餐 b侭 ミ駒 庸

海 rく第犠自獅泌 穐即品 属 属弔 ぐ叫 瓢

朕 1具』嗣ρ・。e 爆 μ帝眠 瑠 1 。曄” 込｛E『 起

燗 邸 マKe』錘Φ 優 慶障　， 轡 n即輩岬 ハψ 鄭。
召 “1 謹v縣灸 副圏聖 1 宰吊斜 く冊 耐即

駁 1 マ盛題郭ゆ 醒 e”縣’◎ 吊 く鵜蝦棟 ）霞 、棒

脚 副 、トヘ頂駿e輝 郭 騨・螂面 蝦 鍾鯛却鋒 恨報 醒 噺2

区 e
誕

■1　　慮論騨博
函1ト。《婁・ 蟹

渥握e鴨
翻姻静P 朗

蝋回騨慧
蝉即婁回

溺塁
硬o

憎
諺

苫・“

旙＾‘

訳 に1灘b漫田 削 旺e眠R 粗 只際胴卿 邸 槍弓 蝋 慶ゆ
鞭・ 邸匝揃函鋼測 細 認“需君 菌く霞眠飽 頬 報耳 膝 属鞠
鱒　、 旺 漆 鄭　F 継

『 区

一113一

繍
選
鋒
朝
く

1ト

rく

，λ

〈
1ト

K
、、

鐸
磐
韓
鯉

“
λ

坦

製
課

心
祷o

舶

簿
終
朕

区



日本総合愛育研究所紀要　第32集

く
ト
K
曄
贋
、
［
、
く

　　　醐ト碗
襲剛　1

％

く
ト
K
　
恥
　
窃
螂
＃
卑

　　ヤ　　　　　　　　　　　民

燃
蝋
　
　
　
　
　
塁
、
1

圃，

の
乞
年
o
き
　
o
Σ
　入
貞
よ
繰
嚢兆
乏
よ
黙
　
暮
　
卜
　
皐
　
鎗
船
き
彰
肇
象
幸≦
難
質
　
爵
蟹
寒

1
ヘ
ハ
㌍
鯉
贋
ハ
n
〉
灘
蘇

　　　　　一　言
　　　　顧1　：
　　　　麟へ　i
　　　　回八　：
1×謙謬i
　　　　朕〉恨：
　　　　《甲く薪＝
　　　　　w　：■

響
粟
望
蓑
卜
o
図
陶

囎
貞
田
o
ゆ
山
“
殺
？
貞
衆
資
囲
舞

鋒
旺
眠
響
燃
蟹

　　，　　濃
　　穏
　　争ハ

〇
一
『
×
＼
の
一
一
宗
桑
ミ
濫
錨
o
図
山

の
2
年
o
↑
暑
匹
軌
』
架
？
喪
乗
史
泌
筆

K
昏
レ
，
凧
ミ
義
ヤ
n
篭
選

〈
卜

鋸
駆
螺
暴
製
覗
叡

o
一
1
×
＼
の
國
一
冨
紫
ミ
蜷
趨

の
z
匡
o
↑
Σ
阪
へ
』
天
？
蜜
麿
吏

K
心
卜
■
㌦
試
【
缶
A
吏

K
小
獣

K
I
マ
ヘ
1
1
ト
縫
塑
領
恢
燃
韓

圏　耗鞭榊く
班　　　嬢
卒　旺

葭扉闘濯

》
1
塾
①
』
雨
き
一
①
z
昆
儀

o
貞
畿
o
め
1
餌
｛
㍗
塊
架
？
喪
宍
吏
躍
懸

龍
導

総
蝋

窪
“

濯
孫

榊
選

摩
。
綱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
△

悟
　
絶
区

恨
鞍
怒
η
i
細
樋
熔
蘇

工
㌶
l
l

ハ
m
、
、
ト
般
Σ
山
藁
食
蜘
郭
輝
飾
醸
曼
へ

貞
梱
一
1’
血
宰
憶
5
0
お
き
箋
偶
麩

臥
し
＝
虚
卜
気
呂
I
n
l
K
寒

一114一

図
臨
曄
督
笹
雌
酬
く

1ト

K
、）㌧

〈
1卜

K
。訴

騨
輩
翠
鯉

へ
λ

塑

製
週

・9

舶

荊

購
｛隠

嵌

図


